
２０２３年３月２８日 

国内最大級*のホテル×エンタメ施設からなる「東急歌舞伎町タワー」 

４月６日（木）から「KABUKICHO BLUE FESTIVAL」を開催 

開業に向けたキービジュアルが決定し、各種プロモーション展開開始 

―４月１５日（土）・１６日（日）には屋外ステージを活用した歌舞伎町との連携イベントの実施も決定― 

                              東急株式会社 

株式会社東急レクリエーション 

東急株式会社および株式会社東急レクリエーションが新宿歌舞伎町で開発を進めて

いる「東急歌舞伎町タワー（以下、「本施設」）」は、ホテルおよび映画館・劇場・ライブホ

ールなどのエンターテインメント施設などからなる、地上４８階・地下５階・塔屋１階、高さ

約２２５mの超高層複合施設で、４月１４日（金）の開業時間が１１時に決定しました。 

今般、本施設開業に向け、４月６日（木）から歌舞伎町一体となった施策である

「KABUKICHO BLUE FESTIVAL（以下、本施策）」を開催します。本施策の概要は、以下

の通りです。 

■KABUKICHO BLUE FESTIVAL（２０２３年４月６日（木）～２０２３年４月２７日（木）） 

２０２３年２月２４日（金）から実施中の「KABUKICHO BLUE PROJECT」におけるデジタル施策「#好きがつない

でくれた キャンペーン」で集まった「好き」により青く染まった歌舞伎町が、実際にリアルの場でも青く染まること

で、来街者に歌舞伎町の回遊を楽しんでいただける、歌舞伎町と一体となった施策を展開します。 

特に、４月１５日（土）～１６日（日）は「KABUKICHO SPECIAL STAGE」として、本施設東側に設置する屋外ス

テージ「KABUKICHO TOWER STAGE」や隣接するシネシティ広場を活用し、映画イベントや音楽イベントなど、歌

舞伎町に関連するさまざまなコンテンツを楽しめるイベントを実施します。 

 

 

 

 

 

■開業に向けたキービジュアルの展開「DIVE IN さあ、好きを極めよう。」 

本施設開業に向けたキービジュアルが決定しました。キャッチコピーを「DIVE IN さあ、好

きを極めよう。」とし、本施設におけるホテルおよび映画館、劇場、ライブホールのキービジュ

アルについても合わせて制作しました。本施設が、モチーフである「噴水」のように、水しぶき

と共に勢いよく天に伸びる姿だけでなく、本施設のコンセプトである“好きを極める”を、その

世界観に没入し堪能する様子「DIVE IN」と表現し、本施設内各用途のキービジュアルにお

いても、主人公が水の中で浮遊しながら、各世界観に浸り、楽しむ様子を表現しています。 

今後も、本施策に留まらず、本施設や歌舞伎町をリアルとオンラインを通じて楽しめる施策を地域団体などと

連携しながら具現化し、世界へ向けた新たな都市観光の拠点として「エンターテイメントシティ歌舞伎町」の実現

を目指します。 

 詳細は、別紙の通りです。（オフィシャルサイト（https://tokyu-kabukicho-tower.jp）にも掲載しています。） 

 

 

 

 

 
＊高さ200m 以上で、ホテルとエンタメ施設（映画館、劇場、ライブホールなど）を含む複合施設における日本国内主要観光都市調査 調査期間：2022 年3 月（㈱未来トレンド研究機構 調べ） 

 



【別紙】 
「KABUKICHO BLUE FESTIVAL」について（２０２３年４月６日（木）～２０２３年４月２７日（木））          

■概要 

２０２３年２月２４日（金）から実施中の「KABUKICHO BLUE PROJECT」におけるデジタル施策「#好きがつないで

くれた キャンペーン」で集まった「好き」により青く染まった歌舞伎町が、実際にリアルの場でも青く染まることで、

来街者に歌舞伎町の回遊を楽しんでいただける、歌舞伎町と一体となった施策を展開します。 

歌舞伎町にかつて川が流れていたことや、現在でも歌舞伎町弁財天が水を司る女神、音楽の女神として祀ら

れていることから、本施設においても、歌舞伎町の根源的な要素である「水」を外観モチーフ「噴水」として継承し

ており、「青色」は、歌舞伎町の歴史や文化に根差している色と言えます。 

今回、歌舞伎町の入り口に位置し通常赤く点灯している歌舞伎町一番街アーチが青色に点灯するだけでなく、

セントラルロードやシネシティ広場を始めとした歌舞伎町内のフラッグ掲出および歌舞伎町内の店舗へのイベン

トポスター掲出などにより、歌舞伎町のまち一帯が青色に染まります。 

オンラインとリアルが連動し、さまざまな「好き」が集まり、歌舞伎町に集う方々が「好き」の想いでつながり、歌

舞伎町が青色に染まることで、本施設のコンセプトである“好きを極める”を歌舞伎町と一体となり実現し、「エン

ターテイメントシティ歌舞伎町」としてのさらなる魅力向上に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■推進体制 

・主 催：歌舞伎町商店街振興組合、歌舞伎町二丁目町会、東急株式会社、株式会社東急レクリエーション 

・協 力：一般社団法人歌舞伎町タウン・マネージメント 

・後 援：新宿区 

 

■「KABUKICHO SPECIAL STAGE」について（２０２３年４月１５日（土）・１６日（日）） 

本施設開業後の２日間で、本施設東側に設置する屋外ステージ「KABUKICHO TOWER STAGE」や隣接する

シネシティ広場を活用し、映画イベントや音楽イベントなど、歌舞伎町に関連するさまざまなコンテンツを楽しめる

イベントを実施します。 

 

[コンテンツ紹介] 

① MASH UP! KABUKICHO SPECIAL LIVE 

・日 時：２０２３年４月１５日（土）１３：００～１４：３０ 

・出 演 者：チャラン・ポ・ランタン、Appare!、UCARY & THE VALENTINE 

  

 

 

 

 

 

▲歌舞伎町内掲出フラッグ、フラッグ掲出イメージ ▲歌舞伎町一番街アーチ青色点灯イメージ 



② 歌舞伎町 DE よしもと 

・日 時：Day１ ２０２３年４月１５日（土）１５：００～１５：４０ 

Day２ ２０２３年４月１６日（日）１４：００～１４：４０ 

・出 演 者：Day１ 伊地知 大樹（MC）、スカチャン、大西ライオン、ひょっこりはん 

Day２ 伊地知 大樹（MC）、ハローケイスケ、ムーディー勝山、ジョイマン 

 

 

 

③ 創価ルネサンスバンガード マーチングパレード  

・日 時：２０２３年４月１５日（土）１６：００～１７：００ 

・出 演 者：創価ルネサンスバンガード 

 

 

④ 映画イベント「KABUKICHO CINEMA NIGHT」 

・日 時：２０２３年４月１５日（土）１８：００～２０：３０ 

・出 演 者：笠井信輔（MC） 

 

 

⑤ 新宿十二社熊野神社 氏子連合神輿渡御  

・日 時：２０２３年４月１６日（日）１２：００～１３：１５ 

・出 演 者：角筈連合睦・淀橋連合睦・十二社宮元睦・角三睦 

 

 

⑥ Kabukicho Music Live Special 

・日 時：２０２３年４月１６日（日）１５：００～１６：３０ 

・出 演 者：KIMIKA、一華ひかり、YuMe 

 

 

⑦ 音楽イベント「KABUKICHO MUSIC NIGHT」 

・日 時：２０２３年４月１６日（日）１８：００～２０：００ 

・出 演 者：BLUE ENCOUNT（田邊駿一）、崎山蒼志、DJ 和、山崎あみ（MC） 

 

※詳細は本施設ホームページ（https://tokyu-kabukicho-tower.jp/bluefestival/）をご確認ください。 

 



 「KABUKICHO BLUE PROJECT」について （２０２３年２月２４日（金）～２０２３年４月２７日（木））            

本施設開業に向け、２０２３年２月２４日（金）から４月２７日（木）まで「KABUKICHO BLUE PROJECT」を実施し

ています。主な取り組みとして、３月２４日（金）までデジタル施策「#好きがつないでくれた キャンペーン」を実施。   

４月６日（木）以降は、「KABUKICHO BLUE PROJECT」の一環として本施策が開催され、デジタル施策で集ま

った「好き」により青く染まった歌舞伎町が、実際にリアルの場でも青く染まることで、来街者に歌舞伎町の回遊

を楽しんでいただけたり、投稿いただいたメッセージにちなんだ企画が映画イベントや音楽イベントで展開される

など、デジタルとリアルが連動した施策を展開します。 

 

■デジタル施策「#好きがつないでくれた キャンペーン」概要 

２０２３年２月２４日（金）から２０２３年３月２４日（金）まで特設サイト（https://tokyu-kabukicho-

tower.jp/campaign/）を設置。本施設のコンセプトである“好きを極める”や本施設内用途に関連する映画や音楽

にまつわるエピソードを、本施設公式Twitter上で募集し、投稿が集まるほど、特設サイト上の歌舞伎町のまちが

青く染まる施策を実施することで本施設や歌舞伎町に「好き」が集まり、「好き」でつながれる機会を創出すること

を目指しました。 

第一弾では「#映画がつないでくれた」、第二弾では「#音楽がつないでくれた」、そして第三弾では「#好きがつ

ないでくれた」をテーマに投稿を募集しました。 

投稿いただいたメッセージは４月１５日（土）、１６日（日）に開催される「KABUKICHO SPECIAL STAGE」での

映画イベント「KABUKICHO CINEMA NIGHT」や音楽イベント「KABUKICHO MUSIC NIGHT」でメッセージにちなん

だ企画が展開されるほか、開業後に本施設に設置する屋外ビジョンやサイネージでも掲出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲キャンペーン終了後の特設サイト 



開業に向けたキービジュアルの展開「DIVE IN さあ、好きを極めよう。」                                       

■広告展開 

本施設開業に向けたキービジュアルが決定しました。キャッチコピーを「DIVE IN さ

あ、好きを極めよう。」とし、本施設におけるホテルおよび映画館、劇場、ライブホールの

キービジュアルについても合わせて制作しました。 

本施設が、モチーフである「噴水」のように、水しぶきと共に勢いよく天に伸びる姿だ

けでなく、本施設のコンセプトである“好きを極める”を、その世界観に没入し堪能する様

子「DIVE IN」と表現し、本施設内各用途のキービジュアルにおいても、主人公が水の中

で浮遊しながら、各世界観に浸り、楽しむ様子を表現しています。 

 

[各用途キービジュアル] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ラッピングバスの運行 

 上記のキービジュアルについて、東急バス株式会社と連携し、開業日から運行を開始する空港アクセスバス

の車両にラッピングを施します。運行区間は、本施設と羽田空港および成田空港間を予定しています。 

 

 

 

 

 

※本ニュースリリースに掲載されている内容およびイメージは現状の想定です。今後変更となる場合がございます。 

 

▲各用途キービジュアル（左からホテル、映画館、劇場、ライブホール） 

▲ラッピングバスイメージ 

▲本施設開業に向けたキービジュアル 



 【参考】                             

■計画概要 

施 設 名 称 東急歌舞伎町タワー  

事 業 主 体 東急株式会社、株式会社東急レクリエーション 

所      在 東京都新宿区歌舞伎町一丁目２９番１号 

用      途 ホテル、劇場、映画館、店舗、駐車場など 

敷 地 面 積 ４，６０３．７４㎡ 

延 床 面 積 約８７，４００㎡ 

階      数 地上４８階、地下５階、塔屋１階 

高      さ 約２２５ｍ 

設  計  者 久米設計・東急設計コンサルタント設計共同企業体 

外装デザイン     永山祐子建築設計 

企画・プロデュース 株式会社POD 

施  工  者 清水・東急建設共同企業体 

竣     工 ２０２３年１月１１日 

開     業 ２０２３年４月１４日 ※ホテルは５月１９日開業 

 

■建築計画概要  

 

 



■建築デザイン  

歌舞伎町エリアにかつて川が流れていたことや、現在でも歌舞伎町弁財天が水を司る女

神として祀られていることから、本エリアの根源的な要素である「水」を外観モチーフ「噴水」

として継承しています。歌舞伎町の根底に流れる水のエネルギーが噴水のように天に伸び

る姿や、水の持つ純粋さ、常に変化する柔軟さ、透明な水・白い水飛沫が多層に重なり合う

優雅な姿を表現したデザインとなっています。日本で「水」を意味する文様「青海波」を導入

し、窓のセラミックプリントや低層外壁アルミキャスト、アーチ窓などで表現しています。 

 

■ブランドロゴ 

ブランドロゴはデザインエレメントとロゴタイプを組み合わせて構成しております。 

デザインエレメントは、外観モチーフである噴水の要素と、ピアノの

鍵盤や音響機器のイコライザーといった、エンターテインメント性を内

包し、ロゴタイプは、複数のブロックの組み合わせでできており、文化

やコンテンツ、行き交う人々など、さまざまな要素からなる歌舞伎町の多 

様性を表現しており、ブランドロゴ全体で、本施設が本エリアと一体となり 

さらなるにぎわい創出に寄与していきたいという願いを込めました。 

 

■コンセプト 

本施設では、“好きを極める”をコンセプトに掲げています。ホテル

とエンターテインメントの複合施設という特性を活かし、「見出す～

育てる～羽ばたかせる」といった新たな「好き」を生み出すストーリ

ーづくりに取り組みます。そして、リアルとオンラインを通じて、それ

らのストーリーと合わせながら、「好き」に出会う機会や、そこに集う

方々の「好き」への情熱が交感される場を創出することで、極められ

たさまざまな「好き」の想いとともに街の未来や文化、延いてはさら

なる多様性を紡いでいくこと（MASH UP）を目指します。 

 

■歌舞伎町一丁目地区開発計画（新宿TOKYU MILANO再開発計画）概要 

歌舞伎町一丁目地区開発計画（新宿TOKYU MILANO再開発

計画）では、東急歌舞伎町タワーの整備と合わせて、まちづくり

への貢献として、空港連絡バスの乗降場整備や、西武新宿駅前

通りのリニューアルなどを実施するとともに、隣接するシネシティ

広場を中心とした公共空間と本施設が一体となったエリアマネ

ジメントを地域団体と連携して実施し、まちの回遊とにぎわいを

創出していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

デザイン 

エレメント 

ロゴタイプ 

▲本施設外観イメージ 

▲ブランドロゴ 

▲コンセプト図 

▲まちづくりへの貢献 ▲シネシティ広場と連動したイベントイメージ（映画イベント） 


